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桑品種の系統別によるStomataの差異に就て

池田正五郞

　1緒　　言
　N．A，　MaximovはXerophy七eiは其の特畏として木栓、厚き角皮暦、樹脂暦の存在叉は翠位

ll積内の氣孔藪の低下、氣孔の独窄，　SunkeR　s七〇ma七aの型域其他・一般にMrallsl）i）’atiol1の

低下を計る機構を有すとし陀る從來の慣行詮（1）に封し革新的意見を述ぺ却つてTl’allspivatioll

蚊にAssiエnila七ionの強大なるXerOl）hy七esの存在を弛1調せb・即・この種の植物に於ては各

組織細胞のdi凱…i・n・」・にして排列の灘なること・麟のN・tw・rl・の密なる事・St°ma七a

のdimension小にして且つ輩位面積内のS七〇mata．分布数多く、根系の機達佳良なる等の特長

を有するものにして氏は更に進んで耐早作物を目標とする品種育成等の場合に注目すべき重要

黒占たるを蓮べられたりo（2）

斯くして傘雌下、當熊岳膿蝋験場燃徽棚・なる桑樋中より・M°鵬Lh°U・　M・

albn，　M．　boユnbycis，1・mongoliGaに麗する各代表樋を選定しそのStolna七aの大小軍位面積

内の分布数を調査しkる結果，之等各Speoiesを異にする系統に於て特に明瞭なる懸隔あるを

燃り．以下の数値は昭和七年刀ヨ・陶以後に於て辮なる蝶（螺」第8－1°難のもの）

によりて得たるものとす。

　術、本稿に樹しては恩師農學博士遽藤保太郎敏授の御校閲を得たり記して深謝の意を表す。

　　（1）スFラスブルガー植物ge上8（1919）
　　②N．A．　M・xil皿。・1－Th・pla・t・i・　re1・ti・n　t・W・ter・（IL9‘B9）

II，實験　成　績

域績次表の如し。（附岡滲照）
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〔備考〕1・安泰線野桑ノ・古クヨリ幽獄瞼揚内林木見本園内昌栽植シアルモノニシテ陽徳・・伽継i

　　　　　撫順野桑金洲野桑ハ共二署igノ命名昌力、ルモノニシテコノウチ後三者ハi桑園識植ノモ

　　　　　ノ而シテ何レモM・ユ1baLノ野生種ト見ルペキe．ノbス、蒙古桑ぐ假手恥二就テノ・姦綜

　　　　　界報No・452　P・46－A9滲照セラレタシ0

　　　2・M・m・・g・1i・・ノ2種昌就テ・・大体小皐博士ノ桑蹴物考二・リタ・・モ・附mノ黒・！｝欄

　　　　　テハロ下研i究巾、偲レ昌シテモ1・ユongolicaノ野生種タルハ勿論タリ。

XXI．　Stomataに攣異を生ずる要因蛇にStomataの形状、大小、軍位面積内

　　　の分布数と耐皐性との關係に就丁。

　S七〇mataの大小、軍位面積内の分布数、形歌等に攣異を來す環境因子に就ては余は別の報文

「桑葉S七〇mataの氣禦環境による攣異に就て」に於て報告する魔ありたるを以て此庭には省略す

　而して大澤一衛博士による時は現今我國に於て栽増しつSある桑1吊種中には染色休数に於て

正常なるものと（螢i養細胞にて28個、生殖細胞に七14｛Mの染色体を有す）異欺なるもの（螢養

細胞にて42個異型核分裂に際して14個の複合染色休と14個の軍染色休とを（漉在す）とあ

り、而して後者、帥田riploid．－nucleusを有するものは一般に各細胞¢）Dimellsionの大なる事

を指摘せられたり（3）從て前項言E載の数値を以て直ちに各i系統別のS七〇ma七aの代表的形質を示

すものと論噺するは瑚1か早計の誹りを冤れざる庭なるも余は特に當骸・桑rlll種の外部形質に重鮎

を置き其の外親的に観たる系統別とS七〇ma七aの大小、形状動軍位面積内に於ける分布数との

一・i vを重覗しこれと耐皐性との關係を湾察せんと欲するものにして即、このS七〇ma七a構造よ

り見たるN・A・Maximov等の所謂Xoromorpllic　p且all七としての特性は“｛［orug，　［thou，1　oi’us

alba・M・bombycis・M・Mongoliaaの順位｝て小となるものと見るを得べし。

　次に鶴田定2F、金井正入の繭氏は早害に謝する桑晶種の抵抗力の霞異に就て詳細に研究せら

れなる際に特に桑樹の系統と早害との關係を考察せられ魯桑型、荊桑型、鼠返型、八丈桑型、

十文字型、赤木型、山桑型の順位に早害抵抗力の低下すと唱へられ友るを以つて、どの野iに於

ては如上のS七〇mataより親たる余の結論に一致す。

　更に猫、鶴田氏等は桑葉の内部形態との關係に脱ても考察し大澤博：ヒのda七aを基礎として

」；、下郁の表皮細胞の比較的大なるもの、，競に海綿組織細胞の配列の極めて粗灘なるものはそ

の各々然らざるものに比し、抵抗力弱き事を述べられた眺ωこれを要するに之等各組絡細胞の

大小、密度等は互ひに高度の相關々係を有するを思はしむるを以つてその何れに槻顯を置くも

結果に於て同様の結論に到着すべきぼ勿論なるも比較的直接の關係ありと思考せられ、且早魑

蒔に於ける通獲量の問題の如きは直接栽噌．上にも考慮すべき黙多きを以つてこの黙よりして

S七〇1na七a，の大小形歌との關係を朋かにするは有意義なる事と信歩る次第なりo

　EP、鶴田氏等は結論に於て魯桑系、刑桑系の桑昂種は早害に謝する抵抗力弧しとの結果を得

たるも斯は從來のXeroPhy七eg，の観念のみよりすればこれ等の系統に罵するものは七vanspira一

七io1ジを制限すべき何等かの機構を具備すぺきに拘らす却へつてこれ等の系統に属するものは特

にclimensionの小なるS七〇mataを甚だ多数に形成し從つてこれ等の系統に鵬するものは通獲

能力に於て他に優るものあるを思はしむるはtTS　EIすぺき事實とす。猴、最後にS七〇ma七aの長
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幅率に就ては別の報丈「桑葉S七〇ma七aの無錬環境による攣異に就て」に於て余の特菖注閏し

たる虞なるが早害に封する抵抗力強きものは、然らざるものに比し長幅率低下するの傾向を示

すは興昧ある一事實として注！葺に値すぺし。

　　（3）大澤一衛・一桑に關する細胞鰹的蜘こ贈的asee。（牒試験場報告・。1・　1・　N・・4）

　　（の　鶴田定挙、金井正人：一早害に封する桑晶種抵抗力の差異に就て。（上田憲縣同窓會報1瓢12）

　　（5）今剛贋一・一桑樹の皐審に就て。（大日本簸綜曾報N・・276・　277）

IV．要　　結

1．外観的に得たる桑樹樋の各系統はその各kの系統に圃有なるSt・nlataの大サ・形1伏

　唱を示し更に蹴位面積内の分布鍛に於ても同様の結果を示す。・

2．S七〇ma七aの大小の順位はM・Lhou，　M・alba，　M・bombycls，皿Mongolicaの順に大に

　　して蹴位面穣内の分布数はこの逆を示す。猫StOlnataの長i幅率はM・Lhou，亜［・alba

　　Bombycisの順に大にしてM．　MongolicaはM．　BOJnbycisに近し。

3．以上はN，　A．Maxim・v等の見解によればM．　Lh・u，瓢aユba，は早害に弧くM・B・m－

　　bycis，　M〕vrOllgolicaはこれに反すとの結論に到遙せしむるものにして斯は直接圃傷に

　　ての親察、拉に鶴田氏等の調査成績に完全に一致す。

4．余はこれによつて南満洲、蛇にヒれに類似する無獄環境を有する地方に於ては早害豫防

　　蛇に牧量増加の観黙よりして特來の桑品種の改良、選定等に際しては専らM・Lhou，　M・

　　Alba・の系統に重黙を置くぺきものと思考す。（1932．　NoV．ユ隙着了）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和七年十二月十日受理）

On the Stomatal Differences for Some Species of Mulberry

Shohgoroh IKEDA

　　　　　　　　　　　　　　　（Received　10，　Dec．1932）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6．　　　　　　　　　　　　　　　「　　　：

　　According　my　experiment　the　varieties　natural　and　cultivated　of　Morus

Lhou，　and　Morus　alba　were　proved　the　considerably　numerous　number　per　unit

area　of　leaves　but　srnaller　slze　stomata　than　the　varieties　of　Morus　bombycis，

Morus　mongolica（see　Table　and　Flg．）From　these　accounts　the　writer　cono

Iuded　that　M。　Lhou，　and　M．　alba　are　more　xeromorphic　type　of　the　Mulberry

plant　compared　with　M　bombycis，　M．　mongolica．

　　And　then　the　writer　prefered　to　esteem　the　M．　alba，　and　M．　Lhou　especial・

Iy　former　on　the　occassions　of　inforcing　the　breeding　of　Mulberry　from　the

sericultural　point　of　view　at　South　Manchuria．

　（Nov．15，ユ932．　Yuhgakujoh　Agr．　Exp，　St．　of　South　Manchurla　Railway　Co，）
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